
講師プロフィール 
                    令和 6年 4月 1日現在 

 
税理士・元名古屋学院大学大学院客員教授  竹 本 守 邦 
 
〈略歴〉 
・昭和 29年 1月 21日 愛知県豊橋市生まれ。 
・昭和 51年 3月 南山大学経営学部卒業。国税専門官 6期生として名古屋国 
税局採用。同年より昭和 59年まで 2ヵ所の税務署で、所得税調査事務を担当。 
・昭和 59年 7月退官、税理士登録、竹本清税理士不動産鑑定士事務所に入所。 
・平成 11年 6月 父竹本清死去に伴い税理士事務所を承継し現在に至る。 
 〈会務歴〉 
・名古屋税理士会では、平成 13 年より 15 年まで名古屋東支部支部長、15 年
より 19年まで、及び 21年より 23年まで常務理事として業務対策部長、会務
制度部長及び紛議調停委員長を歴任し、29年より令和元年 6月まで監事。令和
2年 7月より選挙管理委員。 
・日本税理士会連合会では、業務対策部員、会務制度委員及び紛議調停委員を

歴任する。なお、平成 23年より 29年まで名古屋税理士政治連盟の副幹事長(政
策委員長)を務める。 
 
〈現在〉 
・竹本守邦税理士事務所 所長 ・(有)竹本会計計算センター 代表取締役 
・日本税法学会 会員（中部地区研究会 研究委員） 
・TKC全国会資産対策研究会 顧問及び名古屋会場幹事 
・名古屋税理士会選挙管理委員会 副委員長 
 
〈講演状況〉 
名古屋税理士会、東海税理士会、近畿税理士会、南九州税理士会、沖縄税理

士会等の単位税理士会における統一研修会の講師や、全国各地の税理士会支部

研修等の講師を務めるなど、主に資産税に関する講演を全国各地で行っている。 
 
〈主な著書等〉 
遺産分割研究会編、共著『改訂新版 遺産分割と相続発生後の対策』（大蔵財

務協会 2022）その他、租税判例評釈論文多数 


